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問い合わせ先

 ＴＥＬ ０５９－２２６－１１９３ (代表) 

 

平成19年2月期中間期(連結・単独)業績予想及び通期(連結・単独) 

の業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成19年2月期(平成18年3月1日～平成19年2月28日)の業績予想について、平成18年4月19日付当社

「平成18年2月期決算短信(非連結)」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

１． 平成19年2月期中間期(連結・単独)業績予想の修正等 

(1) 連結（平成18年3月1日～平成18年8月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前  回  発  表  予  想  （ A ） 5,990 88 △64 

今  回  修  正  予  想  （ B ） 5,926 150 △11 

増      減      額    （ B – A ） △64 62 53 

増      減      率      （ ％ ） △1.1% 70.5% － 

（ご参考） 

前 期 実 績（平成18年2月期中間） 
5,190 181 72 

 ※ 平成18年2月期は非連結であります。 

 

(2) 単独（平成18年3月1日～平成18年8月31日） 
（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前  回  発  表  予  想  （ A ） 5,430 63 △69 

今  回  修  正  予  想  （ B ） 5,341 106 △30 

増      減      額    （ B – A ） △89 43 39 

増      減      率      （ ％ ） △1.6% 68.3% － 

（ご参考） 

前 期 実 績（平成18年2月期中間） 
5,190 181 72 

 

 

 



 
 
 

２． 平成19年2月期通期(連結・単独)業績予想の修正等 

(1) 連結（平成18年3月1日～平成19年2月28日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前  回  発  表  予  想  （ A ） 12,700 380 125 

今  回  修  正  予  想  （ B ） 12,200 344 89 

増      減      額    （ B – A ） △500 △36 △36 

増      減      率      （ ％ ） △3.9% △9.5% △28.8% 

（ご参考） 前期実績 

（平成17年3月1日～平成18年2月28日）
10,557 366 176 

 ※ 平成18年2月期は非連結であります。 

 

(2) 単独 (平成18年3月1日～平成19年2月28日） 
（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前  回  発  表  予  想  （ A ） 11,430 320 88 

今  回  修  正  予  想  （ B ） 10,881 263 49 

増      減      額    （ B – A ） △549 △57 △39 

増      減      率      （ ％ ） △4.8% △17.8% △44.3% 

（ご参考） 前期実績 

（平成17年3月1日～平成18年2月28日）
10,557 366 176 

 

３． 修正理由 
(1) 19年2月期中間期の修正理由 

① 売上高につきましては、調剤事業において後半にかけて処方箋応需枚数が伸び悩んだ

ことから、計画比減少となる見込みであります。 
② 経常利益につきましては、調剤事業において一層の効率化を図る一方、間接部門の経

費についても削減に努めた結果、計画を上回る見込みであります。 
18年4月の薬価改正に伴う薬剤仕入原価につきましては、暫定値となっております。 

③ 当期純利益につきましては、計画どおり減損損失を126百万計上しております。 
 
(2) 19年2月期通期の修正理由 

① 売上高につきましては、調剤事業における処方箋応需枚数の減少を加味し修正したこ

とにより、当初連結予想比較におきまして500百万の減少となる見込みであります。 
② 経常利益につきましては、売上減少を想定し、引き続き経費の圧縮等に努力を重ねて

まいりますが、当初連結予想比較におきまして36百万の減少となる見込みです。 
③ 当期純利益につきましては、減損損失に加え、役員退職慰労金廃止を決議し現状時点

での基準額を引当金計上したため、当初連結予算比較におきまして 36 百万の減少と

なる見込みであります。 
 

以 上 


